バンコクからインドネシアへ
田中一夫

 今回のこの旅行で、私が狙いとしていた事の一つには、今まで自分が歩んで来た、その長きに渡る人生体験の結果として、長年に亘って私の中に溜まり続けてきた、生活のサビと言う様なものを、もし可能なら、この機会に出来るだけ洗い流し、人生のリハビリを成し遂げたいと思っていました。つまり、生きると言う事に対して、衰えてしまった身体の機能を、回復させようと思っているのです。
 多くの人々が共感し、人生の指針にもなっている、サミエル.ウルマンの書いた「青春」という詩は、余りにも有名なのですが、その中には、次のような一節が有ります。この詩を味わう度に、何時もながら、これらのフレーズに対しては、私も共感と確信の念を強く抱いてしまうのです。
 青春とは人生のある期間を言うのでは無く、心の様相を言うのだ。
優れた想像力、逞しき意志、燃ゆる情熱、怯懦を却ける勇猛心、安易を振り捨てる冒険心、年を重ねただけで人は老いない。理想を失うときに初めて老いが来る。
歳月は皮膚のしわを増やすが、情熱を失う時に精神はしぼむ。
年は七十であろうと十六であろうと、その胸中に抱きうるものは何か。
 曰わく、驚異への愛慕心、空に煌めく星辰、その輝きにも似たる事物や、
思想に対する欽迎、事に処する剛毅な挑戦、小児の如く求めて止まぬ探求心、
生への歓喜と興味、人は信念と共に若く、疑惑と共に老ゆる。
人は自信と共に若く、恐怖と共に老ゆる。
希望ある限り若く、失望と共に老い朽ちる。
 人は時を重ねると、人生を達観し、やがて停滞期に入ってしまう。サミエル・ウルマンのいう「青春」を保つ為には、我々は常に人生のリハビリを心掛けなければならないと思います。私にとって旅とはまさにそのような機会を与えて呉れるものの一つなのです。そんなことを考えながら、また今年も旅を始める事にしました。
　旅の旅程は、昨年に続き今年もまたアジアを巡る事にしています。昨年は主に東南アジアの北方を巡りましたが、今年は昨年行けなかった南の方を巡りたいと思っています。先ずは、バンコクに入り、そこからタイ国内を南下しマレーシアに入国します。その後も、マレー半島の南下を続けて、シンガポール迄到達します。シンガポールからはフェリーを利用し、インドネシアのバタム島まで渡り、インドネシア入国となります。



　　　　　　　果実ジュース、蕎麦屋、屋台

　そこからは航路か空路で首都ジャカルタを目指します。今回の旅では、ジャカルタが位置するインドネシアのメインランド、ジャワ島に照準を合わせ、この地域を中心に、ある程度の時間を掛けて、じっくりと巡ってみたいと思っています。ジャワ島内の主要都市は列車で結ばれているので列車で巡って見れば効率的な旅が出来ると思います。従って今回の旅は列車の旅を基本にしたいと思います。
　この旅の道具として、今年私が用意したのは、タブレット端末です。日本ではまだまだ、なのですが、海外では旅行者を呼び込むための国策として、ホテルやレストラン、コンビニなど、人が集まる公の場所では、今や無料で利用できるWiFiが、完備されているのが常識になっています。そのため昔のインターネットカフェは今では激減しているのです。スマホやタブレットを持って行けば、WiFiの電波を拾い、無料でインターネットにアクセス出来て、日本との通信や旅の情報の収集、ホテルや航空券、列車の予約などが簡単に出きてしまうのです。
　実際、タブレットの効果は今回絶大なものが有りました。今までの旅と比べて、桁違いな情報量を得ていました。
　もし、これが無かったらどんな旅になっていたのか想像もつぎません。多くのピンチを何度も救ってくれたのです。日本も、もしこれから観光立国として遣っていくのなら、旅人にメリットの大きい、こう言った初歩的なインフラの整備から考えて行かなければならないのではないのでしょうか。
　この他にも、今回私が用意しているものが、まだ有ります。所謂、サミエル・ウルマンが言う青春を支えるものは一言で言えば、”前向きの心”と”行動力”に尽きるのですが、もし病気などで、身体の健全性が損なわれれば、人の心とは弱いもので、たちまちの内に、後ろ向きに成りうるかも知れません。つまり身体を鍛える源泉の”運動”と言うものが健全な精神を維持する上で大事なのです。
　旅では歩くと言う運動は付き物で、これはこれで有効なのですが、もう一つ、筋力を鍛えることも身体にとって必要な事なのです。それには普段少しずつ行ってきたヨガを取り入れて、宿泊先のベッドでも、少しずつ行う事にすれば良いと考えています。
　もう一つ、夜、行う手洗い洗濯、旅では、下着の上下と靴下は、夜洗い、朝までに乾かし、これで遣り繰りをしますが、それが握力を鍛えるのにとても良いのです。他にも手軽に持ち運びが出来る、ゴムバンドで出来たエクスパンダーやツボ押し棒等も持参し、日々寸暇を割き、日課として、腕力の維持や身体のツボのケアー等を図りたいと思っています。
　４月１日、バンコクに入って、旅の準備に取り掛かりました。先ずは旅のモード作りの為、タイ国内の小旅行を暫く行う事にしました。４月１１日、全てが整い、いよいよマレーシアとの国境の町ハートヤイに向けて、列車で出発する事になりました。手配した列車は良い席が取れず、エアーコン無しの寝台二階席になってしまいました。汗をグッショリ掻いて、なかなか寝付けず大変苦労しました。その上列車の遅延とも重なり、結局２０時間も掛けてのハートヤイ到着でした。旅を始めたばかりだというのに、はやくもとても疲れてしまいました！



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僧侶達
　ハートヤイからは旅行者が良く利用する乗合タクシーを利用し、マレーシアの
ペナン島へ向かいます。この乗合タクシーというのは国境でタイ出国とマレーシア入国時の通関に際して、その手助けとそれを終えるまで車を待機し、対応してくれるので、国境を越えて旅をする場合、とても便利で安価な乗り物なのです。
　乗合タクシーには、ペナン島のジョージタウンの巨大タワーショッピングビル、コムタ迄送り届けて貰いました。コムタの北側はチャイナタウンになっています。私の目指す宿はチュリア通りにあるホンピン・ホテルです。約1kmほど歩き無事到着となりました。
　ここまでは良いのですが、ここからが悪夢の始まりです。それはSIMB銀行のATMに対して、ワールドキャッシュカードで出金中、カードがこのATMに呑み込まれ、戻って来なくなった事です。隣接のオフィスで事情を説明したのですが、”ATMは今は誰もが開けることが出来ません。定期的に開ける時は決まっていて、その時以外は、どんな人も開ける事が出来ないのです。カードの返却は無理です。"いくら説明しても、これが最終的な答えでした。その時、同時に１０００リンギット(約33000円)を出金中でしたが、これも手には入っていないのです。しかしお金の方は記録を照合すれば分かるので、これは後ほど返却してくれるという事でした。
　私にとっては、今は１０００リンギットのお金よりもキャッシュカードの方が重要なのです。旅の資金は殆どカードで賄うようにしていたので、今、そのカードが無ければ、もうこれ以上旅は続けられないのです。旅行者にとってその資金を失う事は致命傷なのです。旅の中断はおろか、帰ることも儘なら無い事態に陥って仕舞うのです。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　街頭風景

　その結果、将来、カードの悪用を避ける為に、今のカードは直ちに無効にし、
新たにカードを発行して貰う事になりました。一 週間程度で新カードは留守宅へ送付されるとの事でした。その先はどのようにしてそのカードを受け取るかです。
　しかも資金が底をつく前に最速で受け取らなければなりません。住所の定まらない旅行者が旅の資金を最速で受け取る方法をインターネットで調べてみました。
クレジットカードでT/Cを買う方法、留守宅からドルを送金して貰いそれをこちらの銀行で受け取る方法、留守宅からパスポート送金という方法でドルを送金して貰う方法、等がありましたが、取り扱い可能な銀行の数とか、送金の額や、今回はクレジットカードを所持していない等とか、いろいろ問題が有り、これにしようと、
直ちに決断をする事が出来ませんでした。
　熟慮の結果、最終結論としては、再発行されたカードをEMS(国際スピード郵便）で留守宅から送って貰うという方法に決めました。
　送り先はペナン島のホンピンホテルRoom４３０のKazuo  Tanakaです。EMSを利用すれば日本からペナン島へは３日で届きます。新カードの作製から送付と、トータル日数でほぼ１０日後にはカードを受け取る事ができます。結局私の場合、
アクションを取ってから９日後に新カードを無事受け取ることが出来ました。
　元のカードを無効にしてから、ウェブ上のキャッシュカードの会員ページはロックされていて、アクセス出来ませんでしたが、同封されていたIDとパスワードを打ち込むと、ロックは解除され、金銭の明細も確認出来ました。失った１０００リンギットも無事返却されていました。
　今回初めて利用しましたが、EMSというのはとても便利な郵送方法だと思いました。馴染みの有る地域なら、日本からの郵便物はほぼ最速、２～３日で届ける事が出来るのです。それにウェブ上で、郵便物追跡サービスと言うのが有って、郵便物受領書に記された１３桁の番号を入力すると、発送してからの主要な通過場所と時間を知ることが出来るのです。
　例えば、豊橋局から何日の何時に発送され、あとは成田空港発とかクアラルンプール着とかが追尾出来るのです。私の場合、クアラルンプールへ夜の１２時頃到着したので、翌日待っていたら、ペナン島へは昼頃配達されて来ました。



      イスラムの頭巾売り

　今になって考えて見れば、今回の事では色々勉強になった事が沢山有ったと思っています。私は結構不注意な所が有って、今までも、旅の中では色々失敗を繰り返しています。以前にも南米のチリを旅行していた時も、カードを取り込まれた事が有りましたが、その時はATMを直ぐ開けて回収して貰いました。
　極力危険は避けている積もりでも、強盗とかスリ等にも何度も直面しています。でも今までは何とかその場を凌いで、被害を最小限に留め、旅行を中断しなければならないような事態に、陥るのだけは避けて来ました。でも、これだけ失敗を繰り返していると、いつかは致命的な事態に陥るかも知れません。その時は、これは旅の代償と言うものであり、これも運命なのだ、と諦めるしかないと思っています。
　尤も、人生のリハビリをすると言うことは、人生の危機に陥った時、その場をどう切り抜けて行くかということで、これに対処する行為自身がリハビリを行う事なのですから、リハビリの旅と言う行為には常に危険がつきまとう事を認めるしか無いと思い ます。
　旅の資金も無事届いたので、再び旅行を開始することにしました。一部日程を短縮して、先ずマレーシアで3番目に大きな都市イポーへ向けて出発しました。
　イポーからは、クアラルンプールへと進んだ後、シンガポールとの国境の町、ジョホールバル迄やって来ました。ここからは一気に国境を越えて、シンガポールを通過出国し、フェリーでインドネシアのバタム島へと入国します。その全てを
１日以内に終える予定です。普通ならこれは楽勝の旅程なのですが、今回は思わぬところで、時間を食ってしまいました。
　マレーシアを出国し、シンガポールに入国するところで、極めて多量の人が押し寄せていて、これらの人々を運ぶバスの供給が間に合わず、通関所のバス停は長蛇の行列ができていました。通関の手続きに余り時間が掛からない割には、バス待ちだけで、３時間も掛かって仕舞いました。
　そ の間、私は１５ｋｇを越えるバックパックとサブバックを担いでいたのです。普通国境というと、人と一緒に多量の荷物が行き交うのですが、ここで通関をする人々は、皆軽装で、殆ど荷物は持っていません。これらの人々は、時間的に見ると、通勤の時間帯に入るので、マレーシアからシンガポールへ働きに出掛けている通勤の人達なのかもしれません。それに今日は金曜日で週末だから特に人出が多かったのでしょう。
　バタム島の入管手続きでは、２５US$を先に納めると、３０日の滞在ビザを簡単に与えてくれました。ジョホールバル出発からバタム島到着の一連の行程はバス待ちに時間を食ったにも拘わらず、その他のところが順調に進んだため、結局のところ、トータル時間では大幅な遅れにはなりませんでした。



 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市場に群がる人々

　バタム島に着いて、先ず遣らなければならないことは、ジャカルタまでのチケットの手配です。街中を歩いて見つけた旅行代理店で、ジャカルタまでの最も安いチケットを探して欲しい、と言って見つけて貰ったのが、5,500円のLCCライオンエアー社の航空券でした。ウェブで調査していた価格と比較しても、手頃な値段だったので、その場で直ぐにこれを購入する事にしました。ついでにバタム島出発の日も、チケットの手配と合わせて5月13日と決めました。全て即決です。
　バタム島で数日過ごした後、いよいよジャカルタに入って来ました。ジャカルタでは一つ遣るべき事が有るのです。それはアライバルビザを延長することです。
　もしこれをして置かないと、帰国前に滞在期間が切れて仕舞い、不法滞在に為って仕舞います。でも、この件に関しては、１つ頭に引っ掛かっている事が有るのです。それは提出書類の記入事項に、現地の保証人を記入する欄が有るのです。
　普通、一介の旅行者にとって、見知らぬ異国の地で保証人になってくれるような人を見つけるなんて、そう簡単に出来る筈はあり得ません。もしこの件で書類を
受けつけて貰え無かったら、ビザ再取得の為に、一旦近隣の国へ出て、再入国しなければなりません。 これは計画の大きな変更です。
　”近隣の国と言えば、マレーシアやシンガポールなどは今回既に通過して来た国で、新味が無いし、フィリピン辺りを考えて置くのが良いのかな？"様々な思考が頭の中を駆け巡って仕舞います。でも、今この問題をここであれこれ考えて見ても始まりません。兎に角、一度ジャカルタの入国管理局へ出向いて見るしか有りません。物事は成るようにしかならないのですから。トラブルという面では、今回のケースはまだましです。少なくとも、旅だけは、まだ続けられるのですから。

　案ずるより産むが易とはよく言ったものです。入管局の担当官はワリスさんと言う名前の、温和で優しい人柄の人でした。手続きを進める上で、インドネシア語の表記しか無い部分の翻訳をしてくれたり、書類を回して行く先など、いろいろ懇切丁寧に手助けをしてくれました。
　滞在期間の延長の手続きが意外と簡単に下りたのは、ワリスさんがなるべくその人の為になるような見方で審査を進めてくれているのが大きな理由では有りますが、私が書いた滞在期間延長の理由で"インドネシアをもっと良く知りたいから”と書いたのがワリスさんに好感を与えたのではないかと思っています。それは私の書類に目を通している時のワリスさんの表情で分かったのです。今までに滞在期間を延長した人の体験談を調べた限りでは、入管へ足を運ぶのが3日間程度で、トータルの手続き期間は１０日間くらいは掛かって仕舞うと言うのが一般的な見方でした。　結局、私の場合は全ての手続きはその日のうちに終わり、滞在期間を延長したパスポートは3日後、土日が入る為、5日後の月曜日に手渡される事になりました。
　これはラッキーでした。ワリスさんのおかげだと思って感謝しています。
パスポートを手にするまでの間は余り動く気がしないので、だらだらと時を過ごしていました。その間、入管へ行くのを頼んだバイクの運ちゃんのグスティと言葉を交わすようになって、会うといつもバイクを使うようにせがまれますが、私はタクシーとかリキシャなどは余り利用するのが好きではないので、いつも、いい加減に、はぐらかすような対応をしていました。でも、彼のドライバーとしての腕は確かで、ラッシュで混んでいても巧みに前の方に回り込んで、てきぱきと、しかも安全な運転をするのです。
　人柄も良いし、私の好きなタイプの男です。私が暑くてたまらないと言うと、
俺の故郷はジャカルタから８０kmくらい離れたところに有って、そこには山が２つ有り温泉も出るし、自然がいっぱいで、涼しい所だよと自慢気に言うのです。
　その故郷から彼は一匹の小猿を連れてきていて、駐車場の隅に檻を置いて住ますまわせていました。



　　　　　　　　　市場

　土曜日の昼下がりにジャランジャラン（散歩)からホテルに戻り、あまりの暑さに併設されたレストランで何か冷たいものでも飲もうと入って行くと、グスティがテレビの前でしょんぼりと座っていました。”暑いね!”と言うと、”今日は仕事が無いから暇なんだよ”と答えます。私はケースの中で冷えたアップルジュースを注文しましたが、彼にも”飲むかい”と聞くと、”ありがとう。今日は仕事が無いから何も食べて無いのだよ”と返事が返って来ました。私はケースからもう一本取り出して彼に渡しました。
　夕方散歩に出て、夕飯替わりにでも食べようと、コンビニで鳥の照り焼き二切れとライスボールを買って帰って来ました。食堂にはまだグスティが元気なく座っています。何だか急にかわいそうになり、手に提げていた袋をそのまま彼に渡しました。グスティは何度もありがとう、ありがとうとお礼を言っていました。よほど
お腹を空かせていたのでしょう。
　そして翌、日曜日にも彼には昼食をご馳走しました。ここ安宿街ジャランジャクサでは、土日は旅行者が減るので、ドライバーの仕事は少ないのです。グスティが偉いのはいつも自分の食べ物を少し残すのです。それは小猿に与える為なのです。自分が腹を空 かせている時は、こいつも腹を空かせているのだと彼は言うのです。
　私がグスティにして上げている事は、特に意識している訳では有りませんが、
私がワリスさんからして貰った事のお返しのようなものなのかも知れません。

　月曜日、入管が開く時間、8時30分に私はグスティのバイクで入管に向かいました。ワリスさんはにっこりと笑ってパスポートを手渡してくれました。滞在期間は更に30日追加されて、7月7日まで延長されていました。これで明日はいよいよチルボンへ出発だ！
　チルボンまでは3時間の旅、クラスはエグゼクティブ、エアーコン、リクライニンングシートで、各席には電源が付いているので、タブレットにつないでウェブ遊泳をしていたら、あっという間にチルボンに到着となりました。到着後は、直ぐにまた次の列車を手配します。次はスラバヤへ行く予定でしたが、夜間の到着列車しかなく、これではホテルを探すのが難しいので、急遽日程を変え、先にジョグジャカルタへ行き、後でスラバヤやソロへ行く事にしました。しかし、ジョグジャカルタ行き、もチケットは売り切れ状態で、なかなか見つかりませんでした。
　そこで、もっと詳細に調べるように、と回されたカスタマーサービスのチケット案内所で、係員に日程を変えて詳しく調べて貰いました。すると少し早め でしたが、翌々日に最後の一枚が見つかりました。もし駄目ならバスを使う事も考えていましたが、バスは安いのですが時間が2倍ぐらい掛かって仕舞います。
　列車なら5時間が、バスでは10時間です。出来ればこれは避けたいところです。
次の列車のチケットが見つかった事で、チルボンでは1日だけの滞在でしたが、
ゆったりとした気持ちで観光も出来たし、ホテルも居心地が良くて、豪華なバイキングの朝食も付いていたので、満足の出来る一時を過ごす事が出来ました。

　やっと手に入れた列車のチケットを使って、遣って来たジョグジャカルタでは、宿探しに難航する事になりました。手頃な宿が見つからないのです。一泊3000円くらいの宿はどこへ行っても満室で、それ以下の宿は汚いとか、匂いが気にくわないとか、水シャワーしか無いとかで、なかなか適当な宿が見つかりません。
　思い切って探す対象をもう少し広げて、ロスメンと言う民宿のような所も見て見たら、思ったよりも質の高い所が見つかったのです。水シャワーでテレビは有りませんが、クリーニングは良く行き届いていて、厭な臭いは無くWiFiも使えるのです。宿泊費は朝食が付いて、一泊1500円と格安です。結局、ジョグジャカルタではここに4泊する事に決めました。



　　　　　　　　　鳥市場の鳥

　ジョグジャカルタはボロブドゥール、ブランバナン等の観光の起点になる所です。国内は基より海外からも多くの旅行者が集まって来ています。だから宿泊設備は沢山有るのですが、自分の気に入るようなところを見つけるのは結構難しいのです。
　前回の訪問で観光の目玉となるボロブドゥール等は既に訪問を終えているので、今回はこの活気に溢れる町を心行くまで歩き回って見ようと思っています。
　ジャラン・マリオボロ通りを中心に、商店や露店が数ｋｍに渡ってひしめき合って続き、人々が溢れかえっています。露店で売られている特産品とか屋台の不思議な食べ物等、見て廻るには興味が尽きないのです。
　私のロスメンは入り組んだ路地の奥の方に有って、オーナーの家族の部屋が3室で、12室ぐらいが客室になっています。どちらかと言うと、宿泊客は外国人が多いようです。
　朝食付きなので、朝食時によく顔を会わせる人達が3人いて、偶然なのか、彼らは皆オランダから来ていました。一人は昔、先生で今はリタイアしている男で、顔面には白髭を蓄えています。三脚付きのカメラを持って街中を歩いているのに、よく出くわしました。もう一組は、どういう関係の組み合わせなのか、良く分からない二人連れの男達です。二人連れの一人はオランダ人で日産に勤めているそうです。　もう一人はバリで生まれ、ジャワで育った中国系のインドネシア人です。現在は国籍はそのままで、オランダに居を構え、食料品店を営んでいると言っています。この男は背は低いのですが、でっぷりと太っていて、立派な髭をはやし豪快に振る舞っています。多分二人組はこの男が旅をリードしていると思います。でも、二人の関係は全く不 明なのです。友達ですかと尋ねると、髭の男、ロンさんは”いや違う、彼は敵だ！闘っているのだ！”と言うのです。彼はまた日本語も結構使えて、少しは私と日本語で会話が出来るのです。
　私が買った買い物で、袋に海老の絵が描いてあるので、海老せんべいかなと思い、食べて見ると固くて食べられない物が有ったので、その食べ方を彼に聞いてみました。すると、これはフライにして食べるのだよと教えてくれました。
　”ちょっと待っていて”と言って、ロンさんは突然外へ出て行き、やがて袋を持って返って来ました。”これだ！”と言って渡された袋を開けて見ると煎餅でした。普通に店で売られている海老せんべいです。その後、ロンさんがマダムに頼んだのか、マダムが私が買ったものをフライにして持ってきくれました。
味は全く同じです。
　彼は豪快さを見せる反面、とても神経が細やかで、気遣いのできる男なのです。それは今まで彼が生きてきた複雑な環境の中で育まれてきたものでは無いかと私は思います。
　街をジャランジャラン（散歩）していると、いつも声をかけてくる男がいます。それもかなり上手な日本語です。彼の話では数年前には日本で働いていたそうです。彼は言うのです。”私は東京で土方をしていました。でも、それは大変きつい仕事です。日本人はよく働きます。私は1日に11時間働きました。
　休みがないのはとても辛いです。今はここに戻って来て大変楽になりました。
もう日本で働きたくはないです。”でも、彼は日本が嫌いでは無いようです。日本や日本人に親しみを持っていて話し掛けているのだと思います。彼が働いているのは用品店でした。ここのオーナーかと聞くと働いているだけで、
　オーナーでは有りませんと言うのです。でも、店の品物を買うように奨める気配などは全く有りません。ただその店の前を通ると必ずと言っていいほど私を見つけて大声で”タナカさんどこへ行くのですか、と言う声が飛んできます。
　時々店の前を避けて、通りの方を歩いて見るのですが、それでも私を見つけて大声で手を振って呼び掛けて来ます。アレキサンダーさんは憎めない人物なのです。



アートに溶け込む女

　ジョグジャカルタにそろそろ飽きた頃、ソロに向けて出発することにしました。私の乗った列車は、10時半の出発で、所要時間、約1時間ですから、ソロへは１１時半頃の到着です。1時間ほど走って、もうそろそろ着く頃かなぁと思っていたら、１１時半にはまだ少し早いのに列車が止まって、私以外の人が皆降りていくでは有りませんか、駅員に確認したら、メイン駅のバラパンはもう一つ先だと言うのです。何故私一人だけがメイン駅バラパンまで行って、後全員の人が降りてしまったのかいまだにその理由は分かりません。
　ソロはインドネシア国内でバティック(沙羅さ等の伝統工芸)の一大産地と言われています。古いイスラムの文化が、集中して残されてきている地区があちらこちらに有るので、そう言った地区を散策して見るのがここでの観光の目玉だと思います。この町はジョグジャカルタと比べると静かで落ち着いた感じが際立っています。ジョグジャカルタの喧噪を忘れて静寂に浸った4日間でした。
　ソロの後はインドネシア第２の都市スラバヤへ向けて出発します。5時間の旅になりますからエグゼクティブクラスで行きたいのですが、ホテル探しが容易な日中の出発で、日中に到着する列車は、エコノミークラスしか有りません。仕方が無いので、早朝の4時ソロ出発で、9時スラバヤ到着のエグゼクティブクラスを選びました。
　ホテルを夜中の3時にチェックアウトし、タクシーで駅へ向かう事にしました。
少し早めにホテルを出たのですが、列車は30分以上遅れ、結局5時近くの出発になってしまいました。スラバヤは初代大統領スカルノの出身地で、大都会です。
　高層ビルが立ち並び、大きなショッピングモールも沢山あります。私が宿をとったのはグンデン市場の入口で、徒歩7～8分の所に大きなショッピングモールが有る所でした。朝は生鮮食料品を中心とした市場が立ち、夜は食べ物類や雑貨類の屋台が出て、通り一帯を賑わせます。ただ昼間は出店が退くので、路上はすっきりとして、騒がしさも収まって、静かな町に変わるのです。



　　　　　　　　　骨董屋
　スラバヤの次はプロモ山近くの高原都市マランを訪れました。この町にはオランダの植民地時代に築かれたコロニアル調の建物が多く残されています。旅行者はプロモ山観光の拠点として訪れる人達が多いのですが、私は今回はプロモ山には行かず、この町の落ち着いた雰囲気を味わって見たいと思っていました。
　面白いのはこの町には鳥の市場と言うのがあるのです。食べる鳥では無くて、愛玩用の鳥なのです。規模は結構大きくて、辺り一帯を沢山の鳥籠が覆い尽くすのです。主に小鳥が中心で、余り大きな鳥は扱っていないようですが種類は雑多で、見て回ると色んな鳥の表情が観られて、とても楽しいです。
　後一つ、この町では一寸変わった体験をする事なりました。それは町を歩いていて突然中 学生位の4人の少女達からインタビューを受けたのです。言葉は英語で、余り流暢では有りませんが、各人が分担を決めていて、紙に書いてあるメモを読みながら、質問をして来るのです。一方ではタブレットで映像も撮っています。
　質問の内容は、この町で気に入った所や食べ物は何ですかとか、インドネシアのどんな歌が好きですかとか、変わったところでは、好きな歌手は誰ですかとかいうのも有りました。女学生らしく大はしゃぎのインタビューです。一応何とかこれに対応して、最後は皆で写真を撮って別れました。こんな旅の一コマも有りなのです。
 　マランの後は再びスラバヤへ戻り、その後、更にジョグジャカルタへ戻るコースを取ります。というのはマランはスラバヤからの支線でしかアクセス出来ないし、スラバヤからバンドンへ直通すると、宿探しに必要な日中に目的地に着く事が出来ない為、同じ所を二度通過するコースをとる事になりました。いよいよ最後の目的地バンドンへ遣って来ました。
　この後はジャカルタに戻り旅は完結します。ジャカルタを出発して１ヶ月有余をかけてジャワ島を巡った今年の旅も無事終わりを迎える事ができました。
今回特に旅の目的を人生のリハビリを行う事としていますが、元々旅にはリハビリの要素が含まれているのです。自分で企画する旅で有れば、必ずリハビリに通じる部分が有ると思います。
　普通、生き物は生きる為に自分の五体と頭脳をフルに使って生き抜いているのですが、人間の世界では、今や生きると言うことは、これと大分乖離したものになって来ています。自分では動かず、他人に動いて貰う事によっても、生きて行けるようになって来ているからなのです。
　年を重ねると、益々この人に頼ると言う傾向は強くなり、自分の五体で、現在使わなくなっている部分、使うことが減ってしまっている部分が次第に増えて来ているのです。生物学的に見ると、この状態は体が錆び付いて、生きる力が衰えてきていることを現していると思います。
　五体が衰えると病気に罹り易くなり、精神の健全性が失われて行くのです。
今までは人を動かし、人にやって貰って来たサラリーマン達は、定年を迎えて、
特に強く人生のリハビリを必要としていると思います。旅をする事が何故リハビリにとって良いのかというと、生きる基本である何でも自分で遣ると言う原点に帰る事が出来るからなのです。
　ただ、その際、出来るだけお金を掛けない旅をすると言うことが必要なのです。お金を掛けて なるべく自分が動かないで済むようにすれば、それだけリハビリの効果は減ります。だからと言って、苦行の旅をする必要もないのです。
　楽しみながら五体を使って、しっかりリハビリをすると言うのが、理想の旅の形なのだと思います。　　　　　　　
（完）２０１４
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